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審

議

し

た

議

案 

□
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る 

 

こ
と
に
つ
い
て 

 

平
成
22
年
度
佐
呂
間
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
専
決 

処
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。 

 

６
５
４
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
は
、
45
億
４
３
７
９
万 

円
と
な
り
ま
し
た
。 

（
主
な
歳
入
） 

・
普
通
交
付
税 

 

２
１
８
万
円 

・
廃
材
処
理
手
数
料 

４
３
６
万
円 

□
国
土
交
通
省
「
北
海
道
局
」 

 

の
存
続
要
望
に
関
す
る
意
見 

 

書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

国
土
交
通
省
が
打
ち
出
し
た
北

海
道
局
の
廃
止
に
つ
い
て
は
依
然

と
し
て
低
迷
し
て
い
る
北
海
道
経

済
、
遅
れ
て
い
る
社
会
資
本
整
備

面
等
か
ら
も
与
え
る
影
響
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が 

必
要
と
考
え
る
。 

 

北
海
道
局
は
、
安
心
・
安
全
な
食

料
の
提
供
や
自
給
率
の
向
上
や
、

ま
た
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
ま
た
北
海
道

開
発
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
堅
持

す
る
等
の
た
め
に
も
、
北
海
道
局

の
存
続
を
強
く
要
望
す
る
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
衆
参
両
院
議
長
ほ

か
関
係
大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し 

た
。 

   

特
別
職
、
教
育
長
、
一
般
職
、 

町
議
も
期
末
手
当
は
年
間
で 

３
．
95
か
月
分
に
減
額
！ 

第
５
回
臨
時
会

 

11

月
25
日
開
会 

 

 第５回臨時会が１１月２５日に開催され、条

例改正のほか６件の議案審議を行い、原案のと

おり可決しました。 

□
特
別
職
の
給
料
額
及
び
旅
費 

 

額
並
び
に
そ
の
支
給
条
例
の 

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 

に
つ
い
て 

□
佐
呂
間
町
教
育
委
員
会
教
育 

 

長
の
給
料
額
及
び
旅
費
額
並 

 

び
に
そ
の
支
給
条
例
の
一
部 

 

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ 

 

い
て 

□
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例 

 

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

 

制
定
に
つ
い
て 

 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
公
務

員
給
与
と
民
間
給
与
の
格
差
を
解

消
す
る
た
め
特
別
職
、
教
育
長
及

び
一
般
職
の
期
末
手
当
の
支
給
月

数
を
国
家
公
務
員
と
同
様
に
年
間

で
３
．
95
ヶ
月
と
す
る
引
き
下
げ

を
行
い
、
更
に
40
歳
代
以
上
の
中

高
齢
層
の
職
員
給
与
を
平
均
０
．

１
％
引
き
下
げ
る
な
ど
の
条
例
改 

正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
歯
科
診
療
所
設
置 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

 

 

例
制
定
に
つ
い
て 

 

旧
若
佐
診
療
所
を
改
修
し
て
、

そ
の
場
所
に
若
佐
歯
科
診
療
所
が

移
転
し
、
12
月
７
日
か
ら
診
療
を

開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
設
置
条
例

に
あ
る
歯
科
診
療
所
の
住
所
地
番 

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 

□
佐
呂
間
町
議
会
議
員
の
議
員 

 

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関 

 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

 

る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

 

町
職
員
と
同
様
に
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
の
支
給

月
数
を
国
家
公
務
員
に
合
わ
せ
、

年
間
で
３
．
95
ヶ
月
分
に
引
き
下

げ
る
た
め
の
条
例
改
正
を
行
い
ま 

し
た
。 

（
主
な
歳
出
） 

・
廃
材
等
処
理
委
託
料 

 

６
５
４
万
円 

      

     ・審議した議案① 
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□
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参 

 

加
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い 

 

て 

 

北
海
道
農
業
は
、
国
の
政
策
目

的
に
沿
っ
た
構
造
改
革
を
推
進
し

国
民
へ
の
食
料
安
定
供
給
を
図

り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
に
寄
与 

し
て
い
る
。 

 
し
か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

に
よ
る
国
際
化
の
進
展
、
国
際
的

な
食
料
需
給
の
逼
迫
や
価
格
の
不

安
定
化
、
肥
料
や
飼
料
を
は
じ
め

と
す
る
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま

り
な
ど
に
よ
り
、
農
業
・
農
村
を
取

巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
農

業
経
営
の
持
続
的
発
展
が
懸
念
さ 

れ
る
状
況
に
あ
る
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
と
な

れ
ば
、
食
料
自
給
率
は
14
％
に
落

ち
込
み
、
国
内
農
業
の
み
な
ら
ず

関
連
産
業
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受 

け
る
こ
と
と
な
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
我
が
国
の
食
料

安
全
保
障
と
両
立
で
き
な
い
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
は
、
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
を

図
る
た
め
、
国
際
貿
易
交
渉
に
当

た
っ
て
は
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の

（ 要  旨 ） 

     ・審議した議案② 

     ・町長行政報告 

◎
職
員
給
与
の
引
き
下
げ
に
つ 

 
い
て 

【
質
】
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職

員
給
与
の
削
減
は
、
子
育
て
世
代

な
ど
は
大
変
だ
と
思
う
が
、
町
の

税
収
へ
の
影
響
は
ど
う
な
の
か
。 

【
答
】
全
体
の
支
給
額
で
は
、
給
料

で
１
３
０
万
円
、
ボ
ー
ナ
ス
で
１

１
６
０
万
円
ぐ
ら
い
の
削
減
に
な

る
が
、
大
体
平
均
で
10
％
が
税
金

と
考
え
る
と
１
１
０
〜
１
２
０
万

円
ぐ
ら
い
の
税
収
が
減
る
の
で 

議案質疑 
の中から 

 

は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

◎
旧
北
斗
林
産
跡
地
の
廃
材
処 

 

理
に
つ
い
て 

【
質
】
旧
北
斗
林
産
の
廃
材
処
理

は
３
者
で
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

経
過
は
。 

【
答
】
専
決
処
分
で
補
正
し
た
廃

材
処
理
費
は
、
入
札
の
結
果
５
８

９
万
５
千
円
と
な
っ
た
が
、
そ
の

費
用
は
関
係
す
る
３
者
で
３
等
分

し
て
負
担
す
る
と
し
て
、
町
と
楠

瀬
さ
ん
と
、
幸
松
さ
ん
の
間
で
協 

議
が
整
っ
て
い
る
。 

 

す
べ
て
の
事
業
が
完
了
し
た
ら

早
急
に
請
求
書
を
発
布
し
て
、
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て 

い
る
。 

 

 
 

□
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
開
始 

 

 

に
つ
い
て 

 

９
月
末
を
も
っ
て
網
走
バ
ス
、

北
見
バ
ス
の
両
社
が
運
行
す
る
全

て
の
バ
ス
路
線
が
廃
止
と
な
る
こ

と
か
ら
９
月
30
日
に
廃
止
セ
レ
モ 

ニ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

民
間
バ
ス
路
線
に
代
わ
る
本
町

独
自
の
バ
ス
路
線
網
「
佐
呂
間
町

ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
運
行
が
10
月

１
日
よ
り
開
始
さ
れ
、
当
日
の
出

発
式
に
は
多
く
の
関
係
者
が
出
席

さ
れ
て
晴
れ
や
か
な
出
発
式
と
な 

り
ま
し
た
。 

 

10
月
は
町
内
路
線
で
延
べ
７
１

３
４
人
、
町
外
３
路
線
で
は
延
べ

３
４
５
人
の
方
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
各
路
線
と
も
通
院
な
ど
の
利

用
が
増
え
る
傾
向
と
聞
い
て
お
り 

ま
す
。 

 

年
度
末
の
運
行
に
つ
い
て
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
自
治
会
と
協
議
し
な
が
ら

児
童
、
生
徒
の
通
学
状
況
に
合
わ

せ
て
運
行
経
路
な
ど
を
決
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
町
外
路
線
に
つ

い
て
も
利
用
者
の
ご
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し 

を
図
っ
て
参
る
考
え
で
す
。 

 

安
全
や
利
便
性
の
向
上
に
配
慮

し
て
、
よ
り
一
層
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て 

参
り
ま
す
。 

基
本
方
針
を
堅
持
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

へ
の
不
参
加
も
含
め
、
国
内
農
業
、

農
村
の
振
興
を
損
な
わ
な
い
よ
う

対
応
し
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
は
、
米

や
小
麦
、
で
ん
ぷ
ん
、
砂
糖
、
牛
肉
、

乳
製
品
等
の
重
要
品
目
を
関
税
撤

廃
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
適
切
な

国
境
措
置
を
確
保
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
意
見
書
が
可
決
さ

れ
、
衆
参
両
院
議
長
ほ
か
関
係
大 

臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。 


